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浸透させることにより、通気性を持った吸水防止層を形成し、
この吸水防止層が、水による種々の弊害から躯体を保護します。
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・アクアシール1400の特長

2.製品概要2.製品概要

アクアシール1400はアルキルアルコキシシランを主成分とする

高濃度・無溶剤タイプの浸透性吸水防止材です。従来の浸透性吸

水防止材に比較し、コンクリート等の躯体内部に深く浸透し１回

の塗布で十分な効果を発揮することが期待できます。またジェル

状のため液ダレの心配はなく、従来と同様にローラー､はけ､

スプレー等で簡単に施工することができます。

アクアシール1400はアルキルアルコキシシランを主成分とする

高濃度・無溶剤タイプの浸透性吸水防止材です。従来の浸透性吸

水防止材に比較し、コンクリート等の躯体内部に深く浸透し１回

の塗布で十分な効果を発揮することが期待できます。またジェル

状のため液ダレの心配はなく、従来と同様にローラー､はけ､

スプレー等で簡単に施工することができます。

①優れた吸水防止性を示す。

アクアシール1400は当社アクアシール200Sに優る吸水防止性を示し

ます。

②耐候性に優れる。
アクアシール1400は浸透性に優れた製品で、アクアシール200Sの1～

2ｍｍに対して、6mm以上の浸透深さがあります。この浸透深さは耐

候性に関連すると言われ、アクアシール200Sの耐候性が約5年である

ことに対し、アクアシール1400では15年の耐候性が期待できます。

③施工性が良い。
アクアシール1400は、ジェル状であるため、液だれを起こさず、1回

の塗装で必要塗布量を施工することができます。よって、従来の浸透

性吸水防止材のように重ね塗りする必要がありません。

－２－



3.一般性状（品質仕様書）

アルキル変性シリコーン化合物化学名

アクアシール １４００
商品名

ｱﾙｷﾙｱﾙｺｷｼｼﾗﾝ/ﾎﾟﾘｱﾙｷﾙｱﾙｺｷｼｼﾛｷｻﾝ ９０％以上
無機化合物 ６％未満
アルコール他 ４％未満

組成

※本製品は経時変化するため出荷時の試験値としています。

３０℃以下密封状態で１年貯蔵安定性

僅かな特異臭臭 気

淡灰色・ジェル状外 観

備 考項 目

一般性状

１０２℃
約１３００ｍＰa・ｓ（２０℃）
約 ６００ｍＰa・ｓ（３０℃）

引 火 点
粘 度一般物性

該当 ・ 否

該当 ・ 否
該当 ・ 否
該当 ・ 否
該当 ・ 否
該当 ・ 否
該当 ・ 否
該当 ・ 否
該当 ・ 否
該当 ・ 否

ＰＲＴＲ
労働安全衛生法
表示対象物質 有害物・危険物
有機則 第 種
特化則
その他 （ ）
毒劇物取締法 毒・劇・特劇
消防法 危険物 第４類第３石油類
高圧ガス取締法
公害関係法 大気・水質・悪臭
その他

関係規制法規

この材料の安全なお取り扱いにあたっては製品安全データシート（ＭＳＤＳ）をご参照ください。

上記データは代表サンプルの弊社試験値であり、規格値・保証値ではありません。
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    試験項目 NSKS-004 

規格値 

試験値＊ 

 １   塗布後の外観 変化がないこと 変化なし 

 ２   浸透深さ ２mm 以上 ７．０ｍｍ 

 ３  標準時 吸水比 ０．１以下 

(24時間値) 

吸水比 ０．０２ 

(24時間値) 

 ４ 耐アルカリ性試験後 吸水比 ０．１以下 

(24時間値) 

吸水比 ０．０３ 

(24時間値) 

 

 ５ 

 温冷繰り返し作用に 

 対する抵抗性試験 

吸水比 ０．１以下 

(24時間値) 

吸水比 ０．０３ 

(24時間値) 

 

 ６ 

 

吸 

 

水 

 

性 

 

 

 促進耐候性試験後 吸水比 ０．２以下 

(24時間値) 

吸水比 ０．０４ 

(24時間値) 

 ７ 透水試験 透水比 ０．１以下 

(24時間値) 

透水比 ０．０３ 

(24時間値) 

 ８   塩化物イオン浸透性 

  ２．５％ ７日 

   ２ｍｍ以下      １ｍｍ以下 

 

 ９   透湿性 

 Ｂ法（内⇒外）：りん酸２水

素ｱﾝﾓﾆｳﾑ飽和水溶液 

 

      － 

  

０．６ 

  

製 品 ：ｱｸｱｼｰﾙ1400
基 材 ：旧JISﾓﾙﾀﾙ
塗布量 ：350g/m2

試験方法：ｱｸｱｼｰﾙ1400を塗布1週間後、基材表面のﾌｨﾗｰをﾌﾞﾗｼで除去し
たものについて試験を実施。

4.一般性能

アクアシール1400の一般性能試験の結果は下記のとおりです。

－４－

上記データは代表サンプルの試験値であり、規格値・保証値ではありません。



＜試験条件＞

製 品 ：ｱｸｱｼｰﾙ200S
ｱｸｱｼｰﾙ1400*
ｱｸｱﾄｯﾌﾟF工法

基 材 ：旧JISﾓﾙﾀﾙ
塗布量 ：それぞれｶﾀﾛｸﾞ記載量
試験方法：試験体に水滴(約2mmφ)を滴下し､その接線と試験体からなる角度を測定した。

* 試験は、ｱｸｱｼｰﾙ1400を塗布1週間後、表面の鱗片状ﾌｨﾗｰをﾌﾞﾗｼで除去したものについて

実施した。
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5.試験例 ①接触角測定

－５－

上記データは代表サンプルの試験値であり、規格値・保証値ではありません。



＜試験条件＞
製 品 ：ｱｸｱｼｰﾙ200S

ｱｸｱｼｰﾙ1400* 
ｱｸｱﾄｯﾌﾟF工法

基 材 ：旧JISﾓﾙﾀﾙ(70×70×20mm)
塗布量 ：それぞれｶﾀﾛｸﾞ記載量
試験方法：試験体の側面をｼｰﾙし塗布面を下にして側面の半分まで

水に24時間浸漬し吸水量を測定する。

* 試験は、ｱｸｱｼｰﾙ1400を塗布1週間後、表面の鱗片状ﾌｨﾗｰをﾌﾞﾗｼで除去した

ものについて実施した。
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5.試験例 ②吸水防止試験 吸水比

－６－

上記データは代表サンプルの試験値であり、規格値・保証値ではありません。



＜試験条件＞

製 品 ：ｱｸｱｼｰﾙ200S
ｱｸｱｼｰﾙ1400*
ｱｸｱﾄｯﾌﾟF工法

基 材 ：旧JISﾓﾙﾀﾙ（70×70×20mm）
塗布量 ：それぞれｶﾀﾛｸﾞ記載量
水 圧 ：100g/cm2 １時間
試験方法：試験体を水平に保持し、右図のような

透水試験器具をｴﾎﾟｷｼ樹脂で止めつけ、48時間以上放置する。
20±3℃の水を試験体表面から高さ約250mmまで入れ、
ﾒｽﾋﾟﾍﾟｯﾄの目盛を読みとる。24時間静置した後、
水頭の高さを読み、試験前の高さとの差から透水量を求める。

* 試験は、ｱｸｱｼｰﾙ1400を塗布1週間後、表面の鱗片状ﾌｨﾗｰをﾌﾞﾗｼで除去した

ものについて実施した。
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5.試験例 ③吸水防止試験 透水比
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上記データは代表サンプルの試験値であり、規格値・保証値ではありません。



＜試験条件＞
製 品 ：ｱｸｱｼｰﾙ200S

ｱｸｱｼｰﾙ1400*
ｱｸｱﾄｯﾌﾟF工法

基 材 ：旧JISﾓﾙﾀﾙ（70×70×20mm）
塗布量 ：それぞれｶﾀﾛｸﾞ記載量
試験方法：全面を塗布した試験体を２分割してその分割面に水を噴霧し、

水が浸透していない部分の厚さを測定する。

* 試験は、ｱｸｱｼｰﾙ1400を塗布1週間後、表面の鱗片状ﾌｨﾗｰをﾌﾞﾗｼで除去した
ものについて実施した。
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5.試験例 ④浸透性試験

－８－

上記データは代表サンプルの試験値であり、規格値・保証値ではありません。
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＜試験条件＞

製 品 ：ｱｸｱｼｰﾙ200S
ｱｸｱｼｰﾙ1400*

基 材 ：ｺﾝｸﾘｰﾄ
塗布量 ：それぞれｶﾀﾛｸﾞ記載値
試験方法：試験体の側面をｼｰﾙし塗布面を下にして側面の半分まで10％塩化

ﾅﾄﾘｳﾑ水溶液に浸漬する。試験体をとりだし、24時間乾燥させて
から試験体を2分割する。試験体断面に0.1N硝酸銀水溶液を噴霧し、
続いて1%ﾌﾙｵﾚｾｲﾝﾅﾄﾘｳﾑ水溶液を噴霧して、発色部分の深さを測定する。

* 試験は、ｱｸｱｼｰﾙ1400を塗布1週間後、表面の鱗片状ﾌｨﾗｰをﾌﾞﾗｼで除去した
ものについて実施した。

5.試験例 ⑤遮塩性試験

・塩化物イオン浸透性試験結果

[mm]

－９－

上記データは代表サンプルの試験値であり、規格値・保証値ではありません。



＜試験条件＞

製 品 ：ｱｸｱｼｰﾙ200S
ｱｸｱｼｰﾙ1400*

基 材 ：旧JISﾓﾙﾀﾙ
塗布量 ：それぞれｶﾀﾛｸﾞ記載量
試験方法：試験体の側面をｼｰﾙし塗布面を下にして側面の半分まで塩酸水溶液に

浸漬し、吸液量を測定する。

* 試験は、ｱｸｱｼｰﾙ1400を塗布1週間後、表面の鱗片状ﾌｨﾗｰをﾌﾞﾗｼで除去
したものについて実施した。
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5.試験例 ⑥耐酸性試験
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上記データは代表サンプルの試験値であり、規格値・保証値ではありません。



＜試験条件＞

製 品 ：ｱｸｱｼｰﾙ200S
ｱｸｱｼｰﾙ1400*

基 材 ：旧JISﾓﾙﾀﾙ
塗布量 ：それぞれｶﾀﾛｸﾞ記載量
試験方法：試験体の側面をｼｰﾙし塗布面を下にして側面の半分まで水酸化ｶﾙｼｳﾑ

飽和水溶液に浸漬し、吸液量を測定する。

* 試験は、ｱｸｱｼｰﾙ1400を塗布1週間後、表面の鱗片状ﾌｨﾗｰをﾌﾞﾗｼで除去した
ものについて実施した。
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5.試験例 ⑦耐アルカリ性試験
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上記データは代表サンプルの試験値であり、規格値・保証値ではありません。



＜試験条件＞

製 品 ：ｱｸｱｼｰﾙ200S
ｱｸｱｼｰﾙ1400*

基 材 ：旧JISﾓﾙﾀﾙ
塗布量 ：それぞれｶﾀﾛｸﾞ記載量
試験方法：JIS A 6909の温冷繰り返し試験に準じて、10ｻｲｸﾙ試験後、吸水性試験

を行い、吸液量を測定する。

* 試験は、ｱｸｱｼｰﾙ1400を塗布1週間後、表面の鱗片状ﾌｨﾗｰをﾌﾞﾗｼで除去した
ものについて実施した。
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5.試験例 ⑧温冷繰り返し試験
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上記データは代表サンプルの試験値であり、規格値・保証値ではありません。


